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急性硬膜下血腫術後約感時間で急性脳腫脹を望し,棉

査の結果Vasoparalysisをこよると考えられる且症例を

経験したので報告する.症例は3才女児で,平成元年2

月16Em3:00頃約 1m の高さより床に落下,受傷時意

両側散瞳と両対光反射滑艶 頭部 Ⅹ-Pで骨折なし.m:

で左前頭頭頂硬膜下に高吸収域減圧剤投与で瞳孔不同

(左>右)右対光反射出現.即日左前頭頭頂部減圧開 頭

術にて硬膜下腔の血腫除去.出血蘭は左前頭葉の璃静 脈

の破綻,脳裏は挫傷の所見なし中衛直後より陵孔不 同 消

艶 両対光反射あるも強直性痩轡を伴う除皮質姿 位 . 2

月漫呂弼骨欠損部膨隆と脳-ルニア症候出現.m l で 左 大
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急性脳腰張と考えられた.
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それぞれ3冒例㌢望ア例で,SS例ではま3例 (35%)に硬採

下血腫を術後合併 しチモの発生時期は且から40日 (平均

13日ト Ly:.'卜と,I9例に血腫除去酌を施行iた.手術所

見--告工血腫Ili烏 10か上､一丁座 し十一均 2-1glで何1月､SS

ハ直 TIr._限局Lていた.転.む別では Illt,nillgi川11こlf目礼

gli川11;-1二1[札 血管陣告1'r札 外傷.ITIL,ti1StこItj｡tunlOr
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作りSS,LyoduFaで補墳 し,急性期 (2W 以内),悼

性期 (約 3M)について組織学的検討を行った.結果は,

肉眼約に SSの急性期例のみに明らかな血腫の形成を
認れ 組 織 学 的 に 甘 い･o〔lurこlLTl慢性.急性期例上も
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慢 性 硬 膜 下 血 腫 (C S雄 の形成機序は諸説あり,奪

口 な お 討 論 が 絶 え な い旬MRⅠおよび CT により外傷直

後 よ 卓3経 過 観 察 し え た症例を中心をこ検討を行い争CS銅

の 形 成過 程 を 明 ら か をこしえたので報告する｡対象は M況L
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外傷直後の M済 またぼ CT 所見は----様ではないが,

次第に全例が硬膜下水腫となり,少なくとも3週間以上
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